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■前回のふりかえり                             

昨年12月開催の第２回ワークショップの振り返りか

らスタート。前回は、第１回で話し合った「町三小の

魅力」や「跡地で将来やってみたいこと」をもとに、

跡地の活用プランを考えました。どの組も敷地南側

（現校庭部分）を広場にして、西側に建物を配置する

など、敷地の使い方に共通する部分が多くありまし

た。その一方で、北側の低地部分や斜面の使い方は、

各組それぞれの個性あふれる提案が出されていまし

た。前回は内容が盛りだくさんだったこともあり、参

加者は資料をみながら、一つ一つ内容をふりかえって

いる様子でした。 

■アイデアあふれるグループワーク                     

今回は、①「町三小跡地の活用プランを仕上げよ

う！」、②「どう運営するか考えよう！」、③「活用スタ

ートまでに、何ができる？」の３つのテーマでグルー

プワークを行いました。 

①では、前回作成した活用プラン案を完成させます。

改めて活用プランを見直し、必要に応じて修正を加え、

最後にそれぞれの活用プランのコンセプト（タイトル）

を決めました。 

②では、完成させた活用プランを実際に運営するた

めの方法を、「誰が」「どのように」「お金はどうするか」、

の３つの視点で考えました。難しいテーマでしたが、全体説明で紹介した参考事例や、参加者のみなさ

んの知恵や情報からもヒントを得て、様々なアイデアが出されました。「施設をつくったら終わりでは

ない」という意識が共有された時間になりました。 

そして③では、跡地活用開始まで、最短でも５年間ある中で、自分たちができることは何かを考えま

した。次から次へと意見が出され、跡地活用に向けた想像がさらに膨らんでいきました。 

最終回 

（第３回） 

冬の寒さがひしひしと感じられる2月８日（土）、町田第三小学校（町三小）のランチルーム

で、町田第三小学校跡地活用ワークショップ（第３回）を開催しました。 

市が2021年 5月に策定した「町田市新たな学校づくり推進計画」にもとづく学校統合により、

2028年 3月末に閉校となる町三小の跡地の未来を考える全3回シリーズのワークショップもい

よいよ最終回。この日は、14名の方にご参加いただきました。これまで話し合ってきたことの

総まとめとなり、これまで以上に熱のこもったワークショップとなりました。 
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1 組 体験を通じて、世代を超えて『遊べる場』 

◇町三小跡地の活用プランを仕上げよう！ 
１組は、隣接する日向台北公園も合わせた一体

的な活用を考えました。高台から恩田川を越える

ジャンボ滑り台を設け、南側の高台部分には自由

広場と遊具、北側の低地部分には水と土遊びの場

や畑を設け、体験をしながら、子どもから大人ま

で世代を超えて遊べる場所を作るプランです。 

活用プランのコンセプトは、「体験を通じて、

世代を超えて『遊べる場』」。多世代が集い、遊べ

る活用プランとなりました。 

第２回の内容から、交流施設を恩田川沿いの斜

面部分に移動し、高台の平地部分（自由広場）を最大限活用できるように修正しました。 

自由広場は、芝生の養生期間も利用できるよう芝生だけでなく、ゴム舗装のエリアも作ることにしま

した。また、北側低地部分の畑は収穫祭をみんなで盛大にできるように広くしました。さらに、日向台

北公園を本町田ひなた小学校に通うお子さんの送迎の待ち合わせ場所や利用者の駐車場として活用す

ること、駐輪場を各入口に設けることを考えました。 

◇どう運営するか考えよう！ ～地域主体の NPO 法人による運営～ 

地域の人たちが日常的に利用するためにも、地域が主体となって運営することがよいのではという声

がありました。具体的には、NPO法人を立ち上げ、町内会自治会や大学、地域住民、子ども・高齢者の

見守り活動をしている地域の団体である町田第二地

区協議会などの団体が構成員となる案が出ました。

また、夜間の運営についても話題となり、24 時間

開いていなくてもよく、夜間は施錠がされる形でよ

いと話し合いました。 

さらに、運営費を集める方法として、自由広場の

イベント利用や交流施設の会議室、調理室などの利

用料を徴収すること、駐車場を有料化すること、畑

の野菜が採れたら収穫祭を開催し収益を充てる案

が出ました。 

◇活用スタートまでに、何ができる？ ～子どもたちの声をもっと取り入れたい！～ 

１組では、現役の町三小に通うお子さんも参加していたので、子どもならではの意見も出ていたもの

の、参加者の中からは「もっと多くの子どもの声を聞きたい！」という声も上がりました。学校の授業

で町三小跡地のことを考えることや、子どもが多く参加する地域のイベント（盆踊りなど）でアンケー

トをするなど、より多くの子どもの声を取り入れたほうがよいという意見がありました。 

また、場所の作り方や運営方法などを学ぶために、事例見学ツアーをしたいという意見や、防災キャ

ンプとして実際にテントを張ってみたいという意見もありました。さらに、その実施は、将来的に施設

を管理する人が開催することが望ましいという意見もあり、今後さらにより多くの人や団体を仲間にし

ながら検討が進められることを期待し、グループワークを終えました。  
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２組 ゆったり過ごそう みんなの居場所 

◇町三小跡地の活用プランを仕上げよう！  

２組は、南側の高台に「芝生のひろば」、西側

に建物、北側の低地部分に「土のひろば」、西側

に建物を配置するプランを考えました。 

「芝生ひろば」は、訪れた人の使い方を限定

しないこと、そして建物は老若男女問わずみん

なの居場所となるような活用プラン。そのよう

な思いを込め、活用プランのコンセプトは、「ゆ

ったり過ごそう みんなの居場所」としました。

多世代が揃った２組だからこその、思いやりに

あふれた活用プランが完成しました。 

◇どう運営するか考えよう！ ～地域の人も、事業者も、市も、協働による運営～ 

誰が運営するかという視点では、「管理経験のある民間事業者」、「市」、「地域の人たちを中心とした

NPO」の三者が意見として挙げられ、地域と民間事業者でNPO法人を組織し、市が運営を委託すると

いう形式がよいのではないかという意見があげら

れました。また、デイサービスのような機能を導

入するのであれば、社会福祉法人なども考えられ

るといった意見もありました。 

誰か一者に管理運営を任せるのではなく、三者

がお互いに役割を持ち、「権限」「管理」「意見」を

明確にして運営することが大切という意見もあげ

られていました。民間事業者は、その強みを活か

して資金を集め、地域は、地域住民を通じて利用

者の声をフィードバックし、土地を所有する市が

必要に応じてバックアップするといった体制で、

協働による運営を目指すべきという意見です。参加者の方が「地域の代表として運営に加わってもよい」

と立候補するなど、誰かに丸投げしないという考えにもとづいた、責任感あふれる提案となりました。 

◇活用スタートまでに、何ができる？ ～学ぶ・発想する・やってみる～ 

 主に「勉強」「アイデア出し」「体験してみる」の３つの方向性が意見から見えました。 

まずは、運営組織をつくるための勉強会や他の施設・事例の見学会、避難施設機能の取り入れ方の勉

強など、跡地活用に向けた準備としての「勉強」です。 

「アイデア出し」は、跡地活用のスタートまで期間があることを活かし、子ども・子育て世代・高齢

者のそれぞれが跡地でやりたいことを考え、広く意見を集めるという意見です。またその過程を通して、

跡地活用の周知にもつなげていけるとよいねと話し合いました。 

「体験してみる」こととしては、子どもたちに跡地を考えるきっかけづくりとして、町三小に通う子

供たちの授業の一環でビオトープづくりをしてもらうという意見がありました。子どもたちの思い出に

もなり、跡地活用が始まってからも、ここに遊びに来る理由になるのではないかと盛り上がりました。 

地域住民として責任感を持ちながら、みんなで跡地の未来を考えようという思いが感じられました。  
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３組 「あ！ここに行こう！」地域のいこいと交流の場：みんなのサードプレイス 

◇町三小跡地の活用プランを仕上げよう！  

３組は、南側の高台に「自由に使える芝生広 

場」、北側の低地部分に「運動等ができる広場」、

西側に建物を配置するプランを考えました。 

「建物の中に本町田の歴史・文化に触れる場所

を！」、「芝生広場に子ども用の遊具を！」、「スポ

ーツ大会も開催できる規格を確保！」などの提案

を追加して、活用プランを充実させました。 

子どもや高齢者、子育て中の親など多世代が

「ここに来れば、誰かがいて安心できる、楽しい

空間になればよいな」という思いを込めて

「『あ！ここに行こう！』地域のいこいと交流の

場：みんなのサードプレイス」というコンセプトにしました。参加者の方のこれまでの経験などにも

とづいた、思いの詰まったコンセプトになりました。 

◇どう運営するか考えよう！ ～事業者・市が核となりながら地域サポートによる運営～ 

施設として運営していくためには、「やはりプロが仕事として携わるのがよいのではないか」と施設

運営の経験のある参加者から意見があり、「市」「民間事業者」が中心となって担っていく方向性で意見

交換を進めました。 

ただ、プロに任せきりにするのではなく、地域に

は運営をサポートしてくれるボランティアの方も

たくさんいるといった意見もあり、その方達にも

関わっていただきながら、町内会・自治会や大学等

も仲間に加え、運営委員会形式での運営がよいの

ではということで話がまとまりました。みんなの

意見を取り入れながらよりよい方へ進んでいく、

参加型の運営ができるとよいねと話をしました。 

また、運営費を集める方法として、駐車場や会議

室の利用料に加え、イベントや大会時などで場所

を占有利用する際は、施設を持続的に運営するた

めにも、利用料を支払ってもらう仕組みがよいと思うが、その際、地域の方の利用は低額に、企業等の

利用は高額にするなど利用者によって配慮が必要ということも話し合いました。 

◇活用スタートまでに、何ができる？ ～事例見学・防災関連の取組み・プランの試行～ 

活用プランにある活用の「先行事例の見学」や災害用テントを組み立てて、火を起こして食事を作

るなど、楽しみながら役立つ「防災イベント」を行うことなども意見としてあがりました。また、み

んなのやってみたいことを「実際に試行してみる」ことを通じて、課題や地域のニーズを把握し、活

用に向け、案をブラッシュアップしていこうと盛り上がりました。3組は大人中心のグループでした

が、普段から子ども達に関わっている方やスポーツ振興に力を入れている方、本町田の歴史に愛着が

ある方など、参加者の得意分野を活用プランに盛り込み、来年度への期待も込めて終了しました。 
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■活用プラン完成！総まとめの発表                    

◇活用プラン完成！ 

この日も含めた全３回で考えてきたことの総まとめとして、活用プランを中心に各組の意見を発表

しました。それぞれ跡地活用への熱い思いが伝わる、総まとめにふさわしい発表でした。 

 

◇世代・性別関係なく誰もが集まることができる場所がほしい」という共通点 

参加者が大切にしたい町三小跡地活用への思いが強く感じられるグループワーク、発表となりました。

参加者が話し合って考えたコンセプトからは、「世代・性別関係なく誰もが集まることができる場所が

ほしい」という共通点が見えてきました。また、運営の方法については、市や民間事業者など、誰か一

者が管理運営するものではないという意見がどの組にも共通していました。そこに住んでいる自分たち

が使う場所だからこそ、管理運営に地域住民が関わりを持ちつつ、市や事業者などと連携しながら足り

ない部分を補う、補ってもらうという仕組みづくりが町三小跡地活用で「世代・性別関係なく誰もが集

まることができる場所」を実現させるカギになるかもしれません。 

跡地活用がスタートするまで、参考事例を見学に行く、試験的に校庭を活用したイベントやってみる

など、様々な意見が出されました。実際の供用開始まではどんなに早くても5年程度はあるものの、あ

っという間に過ぎてしまうのではないかと思うほど、できることは沢山ありそうです。 

今回も時間いっぱい、町三小跡地の未来を一緒にわいわい考えることができました。すでに跡地活

用は始まっているのだなと改めて実感するワークショップとなりました。 
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■跡地の未来を一緒に考える仲間を増やし、輪を広げていく                

 各組の発表後、町田市政策経営部長からコメントが

ありました。「いずれの組からも、『地域のコミュニテ

ィ形成の場として活用したい』『子どもから高齢者ま

で、誰もが思い思いに使える場所としたい』という思

いが伝わった」と、各組の活用プランを今後、市が決

めていく活用の方向性に参考にさせていただく旨の

話がありました。 

また、学校跡地における避難施設機能の考え方につ

いても触れ、町三小跡地に求められる避難施設機能

は、これまでとは役割が変わる可能性があり、学校跡

地周辺の状況等も踏まえながら、市として考え方をしっかり整理していくことを参加者に伝えました。 

さらには、「今後は町三小跡地の未来を考える仲間を増やし、輪を広げていきたい。市は今後も引き

続き、みなさんと一緒に考えられる場を設けていきたい。そのためにも、今回参加いただいたみなさん

には今後も積極的に参加し続けて欲しい」とみなさんにお伝えし、話をしめくくりました。仲間を増や

したいという点に共感し、参加者の中には納得したように頷く方も多くいました。跡地の未来を考える

輪が広がっていくことに期待です。 

■みんなで考える跡地活用に向けて・・・2025 度以降の町三小跡地活用検討     

 最後に、市の担当者から2025年度に「市で進めたいこと」と「地域のみなさまと一緒に検討したい

こと」についてお話しました。 

「市で進めたいこと」としては、参加者のみなさんが考えた各活用プランなどを参考にしながら、跡

地活用のコンセプト等を検討していくことをお伝えしました。 

 また、「地域のみなさまと一緒に取組みたいこと」として、引き続き市民ワークショップを行ってい

くことに加え、町三小の周辺の地域を代表する方に跡地検討の内容の共有や活用に向けた意見交換を行

う「（仮称）町田第三小学校跡地活用連絡協議会」を設置、開催する予定である旨をお伝えしました。 

来年度の再会を約束して、最後に参加者とスタッフみんなで集合写真を撮って、今年度のワークショ

ップ完了です。これからの動きも楽しみです。 
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■活用プランのイメージイラストを作ります！                        

今回のワークショップの中で、各組でそれぞれ考えた３つの

活用プランのイメージをイラストに描き起こす予定です（鋭意

作成中！）。 

４月中には市ホームページで公開を予定しています。ぜひ楽

しみにお待ちください！ 

 
 
 
 

■最後に・・・町三小跡地活用に向けたメッセージ                    

 町三小跡地活用への思いやワークショップに参

加しての感想などを自由に記入いただき、メッセ

ージツリーにしました。 

 花の形をした付箋に「夢のある場所になってほ

しい」、「お年寄りから赤ちゃんまでみんなの居場

所！」、「畑で野菜を育てたい」など、思い思いの

メッセージがつづられています。活用開始までま

だ期間がありますが、多くの思い出が生まれてき

たこの場所だからこそ、新たな思い出も作られる、

それぞれの思いを跡地活用にしっかりとつなげて

いけるよう、より多くの花を咲かせ、大切にして

いきます。 

 

お問い合わせ 

町田市政策経営部企画政策課 公共施設再編担当 

電話：042-724-2103      メール：mcity2980@city.machida.tokyo.jp 

子供達の意見を

もっとききたい 

シバヒロ、ひなた村に負け

ないイベント広場に‼ 

みんなが笑顔で過ごして

いけますように 

様々な世代の人々が

集う憩いの場に 

町三小の歴史を後

世に残したい！ 楽しみながらそ

の時を迎える 

住民の満足を！ 

夢のある場所に 

何度もいつでも 

行きたくなる場所に 

地域のみんなの憩いの場

となりますように 

みんなが集える広場に 

作成中！ 


